
　
固
体
微
粒
子
が
集
ま
る
と
「
粉
体
」
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
粉
体
は
単
位
重
量

当
た
り
の
表
面
積

比
表
面
積
と
い
う

が
莫
大
だ
。
こ
れ
ら
個
々
の
微
粒
子
に
適

ば
く
だ
い

度
な
力
を
加
え
る
と
、
粒
子
の
配
列
状
態
を
さ
ま
ざ
ま
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
も
、
個
々
の
粒
子
サ
イ
ズ
を
微
細
化
し
て
い
く
と
、
バ
ル
ク
な
固
体
と
は
異
な

る
性
質
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
、
粉
体
の
持
つ
こ
れ
ら
の
特
性
を
う
ま
く
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
に
は
な
い
多
様
な
新
材
料
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
で
注
目
さ
れ
る
電
池
材
料
を
例
と
し

て
、
粉
体
技
術
が
材
料
開
発
の
鍵
を
握
る
基
盤
技
術
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
さ

ら
に
、
材
料
開
発
と
並
ん
で
、
今
後
の
重
要
課
題
で
あ
る
、
材
料
の
循
環
利
用
に
向

け
た
粉
体
技
術
の
役
割
に
つ
い
て
も
若
干
紹
介
し
た
い
。

材
料
開
発
の
基
盤
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
粉
体
技
術
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粒
子
・
粉
体
構
造
制
御
に
よ
る
電
池
材
料
の
開
発

粉体特性活用を 広
範
な
産
業
分
野
支
え
る

日
本
粉
体
工
業
技
術
協
会
の
活
動
・
計
画
２
０
１
１
‐
１
２
年
度

　
高
付
加
価
値
化
を
目
指
す
各
産
業
分
野
で
は
革
新
的
技
術
開
発
お
よ
び
そ
の
実
用
化
が
共
通
の
課
題
と
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
中
、
粉
体
技
術
は
材
料
研
究
や
製
品
開
発
に
欠
か
せ
な
い
基
幹
技
術
と
し
て
、
食
品
や
医
薬
・
化

粧
品
と
い
っ
た
日
常
生
活
に
根
ざ
し
た
分
野
か
ら
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
駆
使
し
た
最
先
端
技
術
に
至
る
ま

で
広
範
な
産
業
分
野
を
支
え
て
い
る
。

　
粉
体
プ
ロ
セ
ス
と
は
粉
砕

や
分
級
、
ふ
る
い
分
け
、
バ

ル
ク
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
、
造
粒

・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
計
測
・

制
御
な
ど
多
く
の
単
位
操
作

で
構
成
さ
れ
る
。
材
料
開
発

に
お
い
て
各
操
作
を
単
独
活

用
す
る
こ
と
で
十
分
な
成
果

が
得
ら
れ
る
も
の
の
、
最
近

で
は
各
操
作
を
複
合
的
に
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
技
術
開

発
の
進
展
を
加
速
さ
せ
る
動

き
が
顕
著
だ
。

　
さ
ら
に
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
が
技
術
革
新
の
鍵
を
握
る

近
年
、
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル

ナ

ノ
は

億
分
の
１

に
匹
敵

す
る
微
粒
子
を
扱
っ
て
き
た

粉
体
関
連
分
野
の
技
術
革
新

に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
っ
て
い

る
。
従
来
に
な
い
物
性
や
特

性
を
発
揮
す
る
粒
子
の
微
細

化
は
新
た
な
製
品
開
発
を
創

出
す
る
。
た
だ
、
微
細
化
傾

向
は
多
様
な
ト
ラ
ブ
ル
を
生

じ
扱
い
難
さ
も
併
せ
持
つ
。

　
そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
ナ

ノ
物
質
の
安
全
性
向
上
な

ど
、
先
駆
的
な
研
究
で
粉
体

関
連
工
業
の
発
展
を
担
う
日

本
粉
体
工
業
技
術
協
会

大

川
原
武
会
長

の
事
業
活
動

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
粉

体
技
術
を
駆
使
し
た
材
料
開

発
を
研
究
す
る
大
阪
大
学
接

合
科
学
研
究
所
内
藤
牧
男
教

授
に
最
新
動
向
を
紹
介
し
て

頂
い
た
。

　
一
般
社
団
法
人
日
本
粉
体

工
業
技
術
協
会

京
都
市
、

大
川
原
武
会
長

は
５
月

日
、
東
京
都
文
京
区
の
東
京

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
第

回

定
時
総
会
を
開
き
、

年
度

の
事
業
・
決
算
報
告
お
よ
び

年
度
事
業
計
画
・
予
算
案

な
ど
を
決
め
た
。
協
会
で
は

調
査
・
研
究
、
広
報
・
普

及
、
人
材
育
成
・
教
育
、
規

格
・
標
準
化
、
海
外
交
流
の

５
公
益
目
的
事
業
の
継
続
的

か
つ
確
実
な
推
進
を

年
度

事
業
計
画
の
柱
に
据
え
る
。

ま
た
こ
う
し
た
諸
事
業
の
活

動
を
支
え
る
た
め
、
展
示
会

や
標
準
粉
体
製
造
頒
布
な
ど

収
益
事
業
の
推
進
お
よ
び
会

員
共
益
事
業
の
積
極
的
な
展

開
を
図
る
。

　
さ
ら
に
一
連
の
基
本
方
針

を
実
行
に
移
す
上
で
「
ユ
ー

ザ
ー
視
点
と
実
際
の
設
計
に

役
立
つ
分
科
会
活
動
」
「
国

際
粉
体
工
業
展
東
京
２
０
１

２
の
目
標
達
成
」
「
ナ
ノ
物

質
へ
の
検
討
・
対
応
」
「
技

術
情
報
交
流
懇
話
会
等
会
員

共
益
活
動
の
推
進
」
を
重
点

課
題
に
掲
げ
た
。

　
【
ユ
ー
ザ
ー
視
点
と
実
際

の
設
計
に
役
立
つ
分
科
会
活

動
】

　

の
分
科
会
が
中
期
的
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
活
動
を
展
開

す
る
。
中
で
も
、
バ
ル
ク
ハ

ン
ド
リ
ン
グ
分
科
会
が
粉
体

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
分
科
会
に
改

称
し
た
よ
う
に
、
各
分
科
会

に
お
い
て
時
代
が
求
め
る
広

範
囲
な
取
り
組
み
を
目
指

す
。
さ
ら
に

設
計
上
、
定

性
的
な
も
の
を
定
量
的
に
表

す
数
値
化
こ
と
が
で
き
な

い
か

大
川
原
武
会
長

と

い
っ
た
趣
旨
か
ら
、
顧
客
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
実
際
の
機
器

設
計
な
ど
に
織
り
込
め
る
よ

う
な
活
動
を
推
進
し
て
い

く
。
ま
た
、
技
術
書
の
編
集

出
版
に
も
力
を
入
れ
る
。

　
【
国
際
粉
体
工
業
展
東
京

２
０
１
２
の
目
標
達
成
】

　
協
会
が
取
り
組
む

年
度

の
メ
ー
ン
事
業
と
し
て

月

日
―

日
の
３
日
間
、
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
国
際

粉
体
工
業
展
東
京
２
０
１
２

を
開
催
す
る
。
東
京
展
は
今

年
度
で

回
目
。
開
催
地
を

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
移
行

し
２
回
目
の
開
催
と
な
る
。

３
０
０
社
、
１
０
０
０
小
間

を
目
標
に
出
展
募
集
す
る
。

著
名
な
講
師
に
よ
る
特
別
講

演
や
最
新
情
報
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
間
連
技
術
の
特
別
展
示
ゾ

ー
ン
の
設
置
な
ど
、
効
果
的

な
情
報
発
信
の
場
を
提
供
す

る
。
ま
た
、
粉
じ
ん
爆
発
の

最
新
情
報
や
ナ
ノ
物
質
暴
露

防
止
技
術
に
関
す
る
情
報
セ

ミ
ナ
ー
も
併
催
予
定
。
さ
ら

に
東
日
本
大
震
災
復
興
ア
ク

シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
東
北

６
県
か
ら
の
出
展
企
業
に
対

す
る
優
遇
策
を
設
け
る
な

ど
、
多
彩
な
併
催
事
業
で
目

標
達
成
を
目
指
す
。

　
【
ナ
ノ
物
質
へ
の
検
討
・

対
応
】

　
社
会
的
課
題
で
あ
る
粉
体

工
業
製
品
の
安
全
性
、
環
境

保
全
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

に
関
す
る
規
格
・
標
準
化
の

推
進
に
今
後
も
積
極
的
に
関

与
す
る
。
中
で
も
粒
子
微
細

化
に
よ
る
暴
露
防
止
の
観
点

か
ら
粉
体
機
器
の
密
閉
化
、

集
じ
ん
、
排
気
装
置
の
有
効

性
な
ど
ナ
ノ
粒
子
の
計
測
方

法
を
含
め
た
協
会
の
取
り
組

み
を
強
化
。
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア

ル
の
安
全
利
用
を
促
進
す

る
。
厚
生
労
働
省
の
通
達
で

組
織
さ
れ
た
「
ナ
ノ
物
質
の

安
全
性
向
上
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
作
成
委
員
会
」
が

暴
露
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
。

年
開
催

の
粉
体
工
業
展
大
阪
で
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
考
え
方
や
必
要

な
計
測
法
、
対
策
な
ど
を
セ

ミ
ナ
ー
で
解
説
し
成
果
を
報

告
し
た
。
今
後
も
関
係
諸
官

庁
や
関
連
団
体
と
連
携
し
サ

ブ
ミ
ク
ロ
ン
お
よ
び
ナ
ノ
粒

子
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
調

査
を
進
め
て
い
く
。

　
【
技
術
情
報
交
流
懇
話
会

等
会
員
共
益
活
動
の
推
進
】

　
各
地
域
で
技
術
情
報
交
流

懇
話
会

火
曜
会
、
４
回
・

水
曜
会
、
３
回
・
木
曜
会
、

４
回
・
金
曜
会
、
３
回

を

開
催
し
、
会
員
相
互
の
親
睦

と
技
術
情
報
交
流
、
人
脈
形

成
な
ど
を
促
進
を
す
る
。
そ

の
他
、
推
薦
審
査
委
員
会
や

人
材
育
成
委
員
会
な
ど
の
活

動
を
通
じ
、
協
会
活
動
の
原

動
力
で
あ
る
会
員
の
結
束
を

図
る
。

　
図
１
は
、
筆
者
の
研
究
室

と
電
池
分
野
の
研
究
者
と
の

共
同
研
究
で
得
ら
れ
た
各
種

電
池
電
極
の
微
構
造
写
真
の

例
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
図
の

ａ

は
、
固
体

酸
化
物
形
燃
料
電
池

Ｓ
Ｏ

Ｆ
Ｃ

の
燃
料
極
構
造
を
、

ｂ

は
低
白
金
化
を
目
指

し
て
作
製
し
た
固
体
高
分
子

形
燃
料
電
池

Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ

の
燃
料
極
構
造
を
、
さ
ら
に

ｃ

は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
電
極
の
微
構
造
を
、
そ

れ
ぞ
れ
示
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
こ
れ
ら
の
図
か
ら
、
電
池

の
性
能
向
上
に
重
要
な
電
極

構
造
は
、
微
細
粒
子
が
多
様

に
集
積
し
た
複
合
多
孔
質
構

造
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
図
の
左
上

に
モ
デ
ル
的
に
示
し
た
よ
う

に
、
電
極
の
原
料
と
な
る
粒

子
構
造
並
び
に
粒
子
複
合
構

造
、
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
の

集
積
構
造
の
制
御
を
可
能
と

す
る
最
新
粉
体
技
術
が
、
理

想
と
す
る
電
極
構
造
を
設
計

す
る
上
で
重
要
な
基
盤
技
術

に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　

本
文
、
次
ペ
ー
ジ
に
続

く

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ６月１９日 火曜日 ◎　


